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筑紫野市萩原区文化講演会のお知らせ 

～ 齋藤梅圃と扇衹神社の絵馬 ～ 
 

筑紫野市の萩原公民館にて平成 30年 10月 20日（土）に文化講演会が開催されます。講題は「齋藤梅圃と扇

衹神社の絵馬」となっております。萩原扇衹神社本殿に掲げている「絵馬」について、本学准教授の小林知美

を含めた 5 名によって学術調査が行われ、その調査により「絵馬」が齋藤梅圃によって描かれたものだと判明

しました。今回の講演会では調査に参加された元熊本県立美術館学芸員の井形栄子氏を招き、調査で新たに判

明したことをはじめ扇衹神社の絵馬や天井画について講演されます。また本学の教員も小林を含め講演会に参

加することとなっております。 

 

講演会を通して萩原区の皆様に自分の郷土に伝わる貴重な文化財にふれてもらい、その大切さを知ることに

より萩原で育ったことへの自信と誇りにつながるという趣旨のもと開催されます。萩原公民館にとって文化講

演会を開催しますのは初めての試みとなりますので、ぜひとも取材いただけますようお願い申し上げます。 

 

≪詳細≫ 

開催日時 ： 平成30年10月20日（土）18時30分開演  

                   （講話は60分程度の予定） 

会 場 ： 萩原公民館 

        筑紫野市萩原763-1 

講 師 ： 井形 栄子氏（元熊本県立美術館学芸員） 

議 題 ： 「齋藤梅圃（さいとう ばいほ）と扇衹神社の絵馬」 

 

≪追記≫ 

齋藤梅圃（ 1816～1875 ） 

二百年ほど前に大阪そして秋月や太宰府で絵師として 

活躍した齋藤秋圃（しゅうほ）の三男で、江戸時代の 

最末期に絵馬などを描いています。福岡県内に十数件の 

絵馬を中心とした作品が確認されています。 

 （右図は梅圃の作品の参考） 

 

【取材対応について】 

○取材を希望される場合は、事前にこちらまでご連絡をお願いいたします。 

◆法人本部 総務部 （電話092-925-9918（直通） 担当：吉原、泉田） 

○内容に関するお問い合わせは、直接こちらまでご連絡をお願いいたします。 

筑紫女学園大学 学長 中川 正法（ E-mail nakagawa@chikushi-u.ac.jp） 

【窓口時間】月～金9:00～17:00 

以上 ご案内申しあげます。 

 

↑神功皇后伝絵絵馬 

↑福間浦鰯地曳網漁図巻 


